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実施日：令和7年11月29日

実施場所：旧喜如嘉小学校体育館 大宜味村喜如嘉２０８３

実施団体：HONEN Fes！！！実行委員会

報告日：2026年9月1日
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事業の背景と目的

事業の背景

HONEN Fes!!! 実行委員会は、2017年にやんばる3村（国頭村・大宜味村・
東村）の20〜30代を中心に結成されました。

地域の豊年祭や伝統芸能に触れる機会を通じ、若い世代が地域の文化・
自然・人とのつながりに関心を持つきっかけをつくりたいという思いから、
HONEN FES!!!を企画しました。

事業の目的

受け継がれてきた豊かな自然や伝統文化を発信し、若者がこれからの地
域を考えるきっかけをつくるとともに、地域を担う仲間を増やす。

目指した姿

地域の人々や文化・自然環境に触れ、学び合いながら、世代や集落を越
えて交流する場を育む。
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実施内容
当日の取り組みと会場の様子

体育館を祭り＋フェスの雰囲気が出るように会場づくりを工夫した。



冒頭の書道パフォーマンス

ナナイロノートのファイナルは大盛り上がり



大城青年会の皆さんと

ナナイロノートのみなさんと



総括と今後の展望

地域に残した価値と、次につなげる取り組み

当初目的に対する達成状況・成果

課題と今後の取り組み

新たな企画に挑戦し、イベントの幅を広げることができた一方で、開催趣旨や目指す会
場の姿について、実行委員全体で十分に話し合う時間を確保できなかった。企画ごとの
優先順位や方向性を共有しきれず、準備段階での役割分担や情報共有、当日の運営連携
にも課題が残った。

今後は、企画の初期段階から実行委員同士で意見を交わし、HONEN FES!!!として大切
にしたい理念や、来場者に届けたい体験を明確にする。その上で、担当チームの編成や
役割分担、進捗確認の方法を見直し、各担当が連携しやすい運営体制を整えていく。

また、新しい挑戦を続けながらも、予算や人員、準備期間などの実行可能性を丁寧に検
討する。地域団体とのつながりを大切にし、無理なく継続できる開催の形を模索してい
きたい。

大里の青年会をはじめ、伝統芸能の継承に取り組む地域団体との新たなつながりが生
まれ、集落や世代を越えた交流のきっかけをつくることができた。特にエイサーへの
関心は高く、来場者が地域に根付く芸能の魅力や、受け継いできた人々の思いに触れ
る機会となった。

また、ナナイロノートの出演など、これまでにない企画を取り入れたことで、伝統文
化に親しむ場であると同時に、幅広い来場者が楽しめる音楽フェスとしての魅力も高
まった。出演者から寄せられた声は、やんばるの人々の温かさや地域ならではの魅力
を改めて見つめ直す契機となった。

こうした交流や新たな試みを通じ、地域文化への関心を広げ、次世代へつなぐという
当初の目的に向けて、一歩を進めることができた。
寄付による支援も広がり、寄付者128名のうち90名がやんばる3村（名護を含む）から
の寄付者で、県外からの寄付も寄せられた。また、ビールの販売量は前年の40Lから
50Lへと10L増加し、会場での賑わいにつながった。来場者は前回とほぼ同じ600人
―700人程度だったと思われる（寄付者数から推測）。



謝辞

ご支援いただいた皆さまへ

このたびは、おきぎんふるさと振興基金によるご支援を
賜り、誠にありがとうございました。

出演・協力いただいた地域団体、関係者の皆さまに心よ
り感謝申し上げます。


	スライド 1
	スライド 2
	スライド 3
	スライド 4
	スライド 5
	スライド 6
	スライド 7
	スライド 8

